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1.  平成24年7月期第2四半期の業績（平成23年8月1日～平成24年1月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年7月期第2四半期 1,454 69.7 24 ― 22 ― 20 ―
23年7月期第2四半期 856 △29.6 △160 ― △175 ― △178 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年7月期第2四半期 0.27 ―
23年7月期第2四半期 △2.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年7月期第2四半期 2,496 1,393 55.8 17.58
23年7月期 2,651 1,333 50.2 17.19
（参考） 自己資本   24年7月期第2四半期  1,392百万円 23年7月期  1,332百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年7月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年7月期 ― 0.00
24年7月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年7月期の業績予想（平成23年8月1日～平成24年7月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,100 60.4 29 ― 14 ― 10 ― 0.13



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、ページ３サマリー情報（その他）に関する事項をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年7月期2Q 79,327,498 株 23年7月期 77,527,498 株
② 期末自己株式数 24年7月期2Q 39,231 株 23年7月期 39,231 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年7月期2Q 78,031,124 株 23年7月期2Q 77,488,274 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

業績の状況 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による落ち込みから、回復基調は見られたものの、

欧州の債務問題等による円高傾向やタイの洪水による影響から、先行き不透明な状況で推移しました。  

 建設業界におきましては、東日本大震災の復旧・復興の補正予算による建設投資の増加並びに民間設備投資の回

復に期待はあるものの、依然として厳しい公共投資の減少は引き続いており、受注競争は一層激化しております。

 このような状況の中、当社におきましては、主力の上・下水道の施工におきまして、他社との差別化を図るた

め、より一層技術力の向上を推進してまいりました。また、不動産部門におきましては、ＯＬＹ機材等の一層の普

及促進に向け、積極的に新規顧客獲得に向け営業を展開するとともに、販売用不動産も早期売却を図るとともに利

回り物件の獲得を推進してまいりました。 

 一方、保有資産の有効利用を図り、本社建物一部を改装し、トランクルームとして、レンタル事業を開始いたし

ました。  

 その結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、受注高15億18百万円（前年同期比171.8％増）、売上

高14億54百万円（前年同期比69.7％増）となりました。 

 収益面につきましては、販売用不動産の売却による収益の確保や原価低減、経費削減に努め、営業利益24百万円

（前年同期は1億60百万円の営業損失）となりました。  

 経常損益面につきましては、支払利息等の支払いはあったものの、不動産賃貸料の収入により25百万円の経常利

益(前年同期は1億75百万円の経常損失）となりました。  

 四半期純損益につきましては、20百万円の四半期純利益（前年同期は1億78百万円の四半期純損失）となりまし

た。 

  

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

（建設事業） 

 建設事業におきましては、引き続き公共投資の縮減による落札価格の低価格化が引き続いておりますが、受注高

11億54百万円（前年同期比192.2％増）、売上高10億84百万円（前年同期比57.1％増）、完成工事総利益1億1百万

円（前年同期比233.7％増）となりました。 

（不動産事業等） 

 不動産事業等におきましては、ＯＬＹ機材の拡販と販売用不動産の早期売却により、受注高3億64百万円（前年

同期比122.6％増）、売上高3億64百万円（前年同期比122.6％増）となり、不動産事業等総利益は50百万円（前年

同期は14百万円の不動産事業等総損失）となりました。 

（その他）  

 その他の事業におきましては、投資事業において一部評価損10百万円を計上したことに伴い売上高4百万円（前

年同期比77.2％）、その他の売上総利益△6百万円（前年同期は2百万円のその他の売上総利益）となりました。 

（２）財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期会計期間末の資産の残高は、24億96百万円となり、前事業年度末に比べ1億55百万円減少いたし

ました。その主な要因は、現金・預金3億6百万円の減少、販売用不動産72百万円の減少によるものであります。

  

 当第２四半期会計期間末の負債の残高は、11億2百万円となり、前事業年度末に比べ2億15百万円減少いたしま

した。その主な要因は、未成工事受入金1億42百万円の減少、支払手形・工事未払金等77百万円の減少等による

ものであります。 

  

 当第２四半期会計期間末の純資産の残高は、13億93百万円となり、前事業年度末に比べ60百万円の増加となり

ました。その主な要因は、資本金及び資本剰余金37百万円の増加、第２四半期純利益20百万円の計上によるもの

であります。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（3）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期会計期間における「現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の四半期末残高」は、前事業

年度末に比べ3億6百万円減少（前同四半期は2億50百万円減少）し5億14百万円（前同四半期末残高は、6億85百

万円）となりました。各キャッシュ・フローの状況等につきましては、次のとおりであります。  

 ①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果使用した資金は3億23百万円（前年同期は2億58百万円の資金減少）となりました。これは主

に、未成工事受入金、仕入債権の減少及び売上債権の増加等によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出、貸付による支出等により13百万円

(前年同期は2百万円の資金減少）の資金の減少となりました。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、主に新株発行による収入により30百万円（前年同期は10百万円の資

金増加）の資金の増加となりました。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期会計期間までの業績は、概ね平成23年９月９日に公表いたしました通期の業績予想に沿った内容と

なっており変更はありません。 

   

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

 （追加情報） 

 当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日）を適用しております。  

   

   

該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年７月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 821,190 514,716

受取手形・完成工事未収入金等 296,561 460,625

未成工事支出金 5,271 14,135

不動産事業等支出金 129,067 124,122

販売用不動産 227,388 155,321

営業投資有価証券 75,948 84,677

短期貸付金 8,050 9,250

前払費用 8,676 10,160

その他 163,379 217,948

貸倒引当金 △15,514 △19,800

流動資産合計 1,720,020 1,571,155

固定資産   

有形固定資産   

建物 852,638 861,291

減価償却累計額 △627,652 △638,190

建物（純額） 224,986 223,101

構築物 103,918 103,918

減価償却累計額 △103,918 △103,918

構築物（純額） 0 0

機械及び装置 52,510 52,510

減価償却累計額 △52,510 △52,510

機械及び装置（純額） 0 0

車両運搬具 1,272 1,272

減価償却累計額 △1,272 △1,272

車両運搬具（純額） 0 0

工具器具・備品 72,091 72,091

減価償却累計額 △63,605 △64,420

工具器具・備品（純額） 8,485 7,670

土地 402,253 402,253

有形固定資産合計 635,726 633,026

無形固定資産 3,103 4,202

投資その他の資産   

長期貸付金 216,887 212,103

固定化営業債権 235,527 235,527

破産更生債権等 1,406 574

その他 233,137 233,069

貸倒引当金 △394,508 △393,655

投資その他の資産合計 292,452 287,620

固定資産合計 931,282 924,848

資産合計 2,651,303 2,496,003
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年７月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年１月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 245,086 167,108

短期借入金 588,613 581,713

未払金 23,529 4,782

未払費用 59,583 59,952

未払法人税等 6,009 3,640

未成工事受入金 283,286 140,380

預り金 65,715 84,975

工事損失引当金 1,204 －

完成工事補償引当金 4,585 4,585

賞与引当金 5,553 4,885

その他 6,637 17,376

流動負債合計 1,289,806 1,069,400

固定負債   

退職給付引当金 14,585 19,522

その他 13,212 13,212

固定負債合計 27,797 32,734

負債合計 1,317,603 1,102,134

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,758,495 1,777,466

資本剰余金 53,475 72,446

利益剰余金 △410,281 △389,475

自己株式 △56,484 △56,484

株主資本合計 1,345,205 1,403,953

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △13,013 △11,449

評価・換算差額等合計 △13,013 △11,449

新株予約権 1,508 1,365

純資産合計 1,333,699 1,393,869

負債純資産合計 2,651,303 2,496,003
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年１月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年１月31日) 

売上高   

完成工事高 690,651 1,084,890

不動産事業等売上高 163,798 364,689

その他の売上高 2,498 4,426

売上高合計 856,948 1,454,006

売上原価   

完成工事原価 660,089 982,898

不動産事業等売上原価 178,278 314,597

その他の売上原価 － 10,860

売上原価合計 838,367 1,308,356

売上総利益   

完成工事総利益 30,562 101,991

不動産事業等総利益又は不動産事業等総損失
（△）

△14,479 50,092

その他の売上総利益又はその他の売上総損失
（△）

2,498 △6,433

売上総利益合計 18,580 145,649

販売費及び一般管理費 179,206 120,884

営業利益又は営業損失（△） △160,625 24,765

営業外収益   

不動産賃貸料 14,068 21,072

その他 4,324 3,646

営業外収益合計 18,393 24,718

営業外費用   

支払利息 10,815 9,644

支払手数料 8,778 315

手形売却損 － 54

不動産賃貸原価 10,308 10,775

雑支出 3,257 2,843

貸倒引当金繰入額 － 3,398

営業外費用合計 33,159 27,031

経常利益又は経常損失（△） △175,391 22,452

特別損失   

貸倒引当金繰入額 1,637 －

特別損失合計 1,637 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △177,028 22,452

法人税、住民税及び事業税 1,647 1,647

法人税等合計 1,647 1,647

四半期純利益又は四半期純損失（△） △178,675 20,805
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年１月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成24年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△177,028 22,452

減価償却費 13,488 12,074

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,110 3,432

工事損失引当金の増減額（△は減少） － △1,204

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,542 4,937

賞与引当金の増減額（△は減少） △226 △668

受取利息及び受取配当金 △1,303 △2,220

支払利息 10,815 9,644

売上債権の増減額（△は増加） 30,428 △164,063

営業保証金の増減額（△は増加） － △61,069

たな卸資産の増減額（△は増加） 66,897 70,148

仕入債務の増減額（△は減少） △200,735 △91,584

その他 17,442 △116,972

小計 △247,873 △315,092

利息及び配当金の受取額 1,303 2,220

利息の支払額 △7,618 △7,588

法人税等の支払額 △3,898 △3,294

営業活動によるキャッシュ・フロー △258,087 △323,755

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付けによる支出 △6,200 △4,202

貸付金の回収による収入 3,934 2,000

有形固定資産の取得による支出 － △8,653

無形固定資産の取得による支出 － △1,820

その他 △260 △944

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,526 △13,619

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 20,000 45,000

短期借入金の返済による支出 △7,300 △49,500

長期借入金の返済による支出 △2,400 △2,400

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 37,800

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,299 30,899

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △250,313 △306,474

現金及び現金同等物の期首残高 935,894 821,190

現金及び現金同等物の四半期末残高 685,581 514,716
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 該当事項はありません。 

   

   

   

 １．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

 当社は、建築工事・土木工事の請負、施工、不動産の売買を中心として事業活動を展開しております。 

従って当社は「建設事業」、「不動産事業等」を報告セグメントとしております。 

  

各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

 建設事業  ：建築・土木工事の施工・監理及び請負業務を行っております。 

 不動産事業等：土地・建物の購入販売、及びＯＬＹリース業を行っております。  

  

 ２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は「重要な会計方針」における記載と概ね同一でありま

す。また、報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。  

  

 ３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期累計期間（自 平成23年８月１日 至 平成24年１月31日）        （単位：千円）

  (注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業投資有価証券の売

      買等を行っております。 

    ２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

 ４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。  

   

   

 当社は、平成23年５月18日付で、マイルストーン・キャピタル・マネジメント株式会社と新株予約権の第三者割

当を実施いたしました。この結果、当第２四半期会計期間において資本金18,971千円、資本準備金18,971千円増加

し、資本金1,777,466千円、資本準備金72,446千円となっております。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント  

その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期損益

計算書計上

額(注)2 建設事業 不動産事業等 計 

売上高 

(1)外部顧客への売上高 

(2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高  

 

 

1,084,890

－

 364,689

31,629

 

  

1,449,580

31,629

 

  

4,426

－

 

  

1,454,006

31,629

 

 

－

△31,629

 

  

1,454,006

－

計   1,084,890  396,319  1,481,210  4,426  1,485,636  △31,629  1,454,006

セグメント利益又はセグ

メント損失(△) 
 26,376  5,138  31,514  △6,749  24,765  －  24,765

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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